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論文内容の要旨
【目的】とり症や異常可動性を有する腰椎に対しては後側方固定術が一般的に行われているが、移植骨採
取による合併症や骨癒合率など改良すべき点が多い。自家骨採取による合併症を回避するためHydroxya
patite (以下HA)と自家骨を混合する方法が用いられているが、その骨癒合性は不確実でありインスツル
メントの併用が不可欠である。我々は、この問題を解決するためにRecombinanthuman bone 
morphogenic protein-2 (以下BMP)を用い、その有効性を非BMP使用群と比較検討した。
【方法】日本白色家免を用い、 A群:チップ状自家腸骨片19、B群:チップ状自家腸骨片と頼粒状HAの
1対1混合物19、C群:チップ状自家腸骨片と頼粒状HAの1対 1混合物 1g+ BMP100μg。以上を左
右それぞれのL5/6横突起間に移植した (A群7羽、 B群11羽、 C群95])0A、B群7羽C群5羽は6週間後
に屠殺し、組織学的および形態力学的に評価した。またB群C群は各2羽づっ 2遇、 4週自に屠殺し組織
学的検討を加えた。
【結果】 A群7例中3例、 B群7例中O例、 C群5例中5例で骨癒合を認めた。組織学的所見 :A群では骨
組織及び炎症細胞の浸潤が見られた。 B群では大部分は線維組織で占められ骨組織はほとんど見られなかっ
た。 c群では良好な骨形成を認めたが4週と 6週で骨形成の程度に差異は認められなかった。力学的所見:
C群でもっとも強固な骨癒合が得られた。
【考察】 B群で6週後において骨形成がみられなかったことからHAを混合することにより偽関節、選延
治癒の可能性が高くなることが示唆された。しかしBMPを添加したC群では早期より移植片の骨形成が
みられ、骨癒合に寄与したと考えられる。以上よりHAと自家骨にBMPを添加することにより、後側法固
定における採骨の量を軽減させることが可能になると考えられた。
論文審査の結果の要旨
とり症や異常可動性を有する腰椎に対しては後側方固定術が一般的に行われているが、移植骨採取によ
る合併症や骨癒合率など改良すべき点が多し、。自家骨採取による合併症を回避するためHydroxyapa tite 
(以下HA)と自家骨を混合する方法が用いられているが、その骨癒合性は不確実でありインスツルメント
の併用が不可欠である。我々は、この問題を解決するためにRecombinanthuman bone morphogenic 
protein-2 (以下BMP)を用い、その有効性を非BMP使用群と比較検討した。
日本白色家免を用い、 A群:チップ状自家腸骨片 19、B群:チップ状自家腸骨片と頼粒状HAの1対 1
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混合物19、C群:チップ状自家腸骨片と頼粒状HAの1対1混合物 1g+BMP100μg。以上を左右それ
ぞれのL5/6横突起聞に移植した (A群7羽、 B群1羽、 C群9~~)o A、B群7羽、 C群5羽は6週間後に屠
殺し、組織学的および形態力学的に評価した。またB群、 C群は各2羽づっ2週、 4週日に屠殺し組織学
的検討を加えた。
結果はA群7例中3例、 B群7例中O例、 C群5例中5f91jで骨癒合を認めた。組織学的所見 :A群では骨
組織及び炎症細胞の浸潤が見られた。 B群では大部分は線維組織で占められ骨組織はほとんど見られなかっ
た。 c群では良好な骨形成を認めたが4週と 6週で骨形成の程度に差異は認められなかった。力学的所見:
C群でもっとも強固な骨癒合が得られた。
【考察】 B群で6週後において骨形成がみられなかったことからHAのみで混合することにより偽関節、
選延治癒の可能性が高くなることが示唆された。しかしBMPを添加したC群では早期より移植片の骨形
成がみられ、骨癒合に寄与したと考えられる。以上よりHAと自家骨にBMPを添加することにより、後側
法固定における採骨の量を軽減させることが可能になると考えられた。
以上の研究は高齢化社会に伴う不安定性腰椎の治療、特に手術侵襲の軽減において寄与するところが大
であると考えられる。よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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